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会社名 株式会社ビースポーク

代表取締役 綱川明美

設 立 2015年10月29日

資本金 9,817万円

本 社 東京都渋谷区渋谷2-21-1 渋谷ヒカリエ8階

業務内容 多言語対応AIチャットボット「Bebot」の開発・運用

会社概要



ミッションとビジョン ―私たちが目指すもの

Mission

• 世界最高水準の、自然な会話ができるAIチャットボットの開発

• リアルタイム、多言語での情報提供による「安心」「安全」「特別」の実現

• AIチャットボットによる自治体DXの推進（観光 /防災 /デジタル窓口 /子育て支援等）



ミッションとビジョン ―私たちが目指すもの

Mission

• 世界最高水準の、自然な会話ができるAIチャットボットの開発

• リアルタイム、多言語での情報提供による「安心」「安全」「特別」の実現

• AIチャットボットによる自治体DXの推進（観光 /防災 /デジタル窓口 /子育て支援等）←
いま、最も力を入れています！



AIがリアルタイム回答

学習を重ねることで、
賢くなっていきます

AIチャットボットとは？
利用者が質問すると、AI（人工知能）が自動で回答するコミュニケーションツール

Questions

Answers
?
?

AI(人工知能)

文字入力や
ボタンで質問

利用者



「Bebot (ビーボット)」の特徴
親しみやすい、簡単に導入できる、サポート充実、の多言語AIチャットボット

行政・自治体・交通機関向け
多言語対応AIチャットボット

「会話」レベルで
やりとり可能

ブラウザ稼働
大規模開発不要

FAQの作成は
当社にお任せ

多言語対応で
外国人応対も安心

有人オペレーターが
24時間常駐

導入実例：沖縄県竹富町



一般的なチャットボットと「Bebot」の違い

一般的なチャットボット Bebot

短文の質問→1対1回答のみ 会話形式、プラスアルファの提案が可能

「相談しやすい」「親しみやすい」

という声をいただいています



1 24時間対応をかなえながら、業務負荷を軽減

2 多言語対応（ご希望に合わせて対応可能）

3

自治体業務にこそ、AIチャットボット！
用途に合わせた柔軟な設計が可能、様々な場面でお役立ていただくことができます

会話形式で「プラスアルファ」の情報を提示



「Bebot」導入実績
政府・自治体ほか、交通機関、ホテルを中心に、100以上の団体様に導入済みです



世界トップレベルの開発者が集結。
独自のAIエンジンは全て自社開発。

公共部門のプロが揃う専門チームを
有し、各自治体様にとっての最適解
をご提案します。

FAQ作成、多言語登録、回答精度
向上作業は全て、基本サービス内
で当社が実施。

導入時のご負担が少なく、スムー
ズな導入と運用を実現できます。

2021年経産省「J-Startup」に選定。
行政分野での豊富な導入実績から、

当社代表がデジタル臨時行政調査会に
参画しており、制度改革の議論等を熟
知しています。

自治体業務に強い「Bebot」
高い専門性と手厚いサポート、豊富な導入実績により信頼を獲得しています

トップ人材による自社開発
＆公共部門専門チーム

徹底した導入サポート 政府からの厚い信頼
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スケジュール・導入プロセス

Bebotは交付金の事業期間内に実装可能です。申請内容等につき、是非ご相談ください。

〇TYPE1 想定スケジュール
※令和3年度補正予算時参考

２月中旬 事前相談受付〆切

２月下旬 実施計画提出〆切

～３月 審査

３月 内示・公表

４月初旬 交付決定

【 Bebot 導入プロセス：FAQ確定後、運用開始まで約１～３ヶ月】



参考資料

「Bebot」導入事例集



スキー客に必要とされるリアルタイムの情報（リフト、天気）をスムーズに提供できるツールがなかった。

ニセコにおける「BEBOT」活用例

多言語での

情報の集約

タイムリーな

情報提供による

三密回避・混雑緩和

来訪者の利便性・

満足度向上

・天気・リフト情報のAPI連携によるリアルタイムの情報提供
・分析ツール(QuickSight)で、チャット履歴の傾向分析を随時可能に
・24時間スマホで多言語対応（英語・日本語・中国語）
・Google Maps の連携による、リアルタイムのルート案内

・雪質を含む最新の天気情報の提供によりスキーを目的した来訪者の満足度向上

・地元事業者（宿泊施設や飲食店）への送客

・タイムリーなリフト運行情報の提供を実現することで混雑を回避

・送信者率：53%
・利用回数：23,242回（延べ）

導入に至った経緯
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スキー客に必要とされるリアルタイムの情報（リフト、天気）をスムーズに提供できるツールがなかった。

ニセコ ご担当者様インタビュー
導入に至った経緯
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取材：一般社団法人ニセコプロモーションボード リリィ様（2022年3月）

―――Bebotをどのように活用したのでしょうか？

天気やリフトの運行情報、飲食店やアクティビティ情報、Google Maps
での地図情報やルート案内を、API連携により24時間リアルタイムで提
供しました。

―――利用者の反応はいかがでしたか？

雪質などの最新の天気情報やリフト運行情報を精度高く提供したこと

で、スキー目的の来訪者の満足度が向上しました。また地元事業者

（宿泊施設や飲食店）への送客も増え、事業者の満足度も向上しまし

た。ニセコ域内のあるスキー場からは、「電話での観光情報の問い合

わせが減って助かっています」という喜びの声をいただいています。

―――導入して新たに気づいたことはありましたか？

分析ツール(QuickSight)で利用者のチャット履歴を見ていると、
ここに住んでいる私たちでは気づけないような「観光客が求めて

いるもの」をたくさん気づけました。今では分析ツールを毎日チ

ェックするようにしていて、それがサービスの整備につながって

います。

―――Bebot導入を検討中の方に向けたメッセージがあれば教え
てください。

私たちはたくさんの言語が話せるスタッフが揃っていますが、一

般的な企業や自治体だと外国語対応が可能なスタッフが少ないと

ころも多いと思います。Bebotは外国人観光客からの一般的な質
問を24時間対応してくれる。それはすごいメリットではないかと
思う。今までできなかったことができる。スタッフの負担も減る。

そういうメリットがあると感じています。

外国人対応に困っている企業や自治体には特にオススメしたいで

す。



外国人をはじめとする空港利用者の増加の中、多言語で対応できるスタッフの採用が追いついていなかった。

成田国際空港における「BEBOT」活用例

・多言語での問い合わせ対応を２４時間可能にしたこともあり、導入前後での空港世界ランキング

で14位から7位に
・新型コロナウイルス感染拡大後は、非接触の案内ツールとして、2019年の台風15号発生時には
危機管理ツールとしても活躍し、今後の災害に備えるためのデータが取得できた。

・テナントへの送客促進

・チャット履歴の分析用ダッシュボードの提供により利用者ニーズの可視化をリアルタイムで実現

・満足度：97%
・利用人数：年間約600万人（延べ）

導入に至った経緯
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人材不足 多言語対応

・空港内の無料Wi-Fi接続完了ページを「BEBOT」に切り替え、AIを活用した多言語
チャットボットでFAQ対応（英・繁・簡・韓・日）

・フライト、ショップ、レストラン情報のAPI連携で最新情報の提供
・24時間有人チャットサポートでのイレギュラー対応
・Google Maps の連携による、リアルタイムのルート案内
・分析ツール(QuickSight)の提供で、チャット利用履歴からの課題特定や傾向分析
・緊急時のチャットボットとの連携による有事の情報提供

2021年5月31日時点
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外国人をはじめとする空港利用者の増加の中、多言語で対応できるスタッフの採用が追いついていなかった。

成田国際空港 ご担当者様インタビュー
導入に至った経緯
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取材：成田国際空港株式会社 経営企画部門 DX推進部DX推進グループ 西浦さん（写真右）、渡邉さん（写真左）

2022年3月 写真提供：成田国際空港株式会社

―――2017年にBebotを導入した背景について教えてください。

渡邉さん：2017年頃は、空港を利用する訪日観光客が急増する中、「お客様が
案内カウンターに行かずとも簡単に空港や観光案内の情報を収集できるツール

があれば、顧客満足度が高まるのでは」と考えていました。そんな背景から、

多言語対応に特徴を持つAIチャットボットBebotを選びました。「外国語に強
い」というのが一番の選定理由でした。

―――利用者の反応はいかがでしたか？

渡邉さん：私たちが当初思っていた以上にチャットの利用者が多かったので、

「こんなに利用者がいるんだ」というのが、歴代担当者の共通の驚きでした。

―――導入して新たに気づいたことはありましたか？

渡邉さん：Bebotの分析ツール(QuickSight)を使って、お客様の質問や会
話のテキストデータを見たり、どの系統の質問がどの程度聞かれている

かが確認できるのが、とても役立っています。従来のお客様アンケート

などの手法と違って、気軽でリアルなコメントが多いので、お客様の声

を収集するツールとして有益に感じました。

―――Bebot導入を検討中の方に向けたメッセージがあれば教えてくだ
さい。

渡邉さん：私たちは空港という施設柄、様々な国籍の方が利用されるの

で、多言語で案内できるBebotは非常に使い勝手が良いです。回答編集時
もすぐに翻訳対応してくれるスピードの速さがすごいと感じています。

西浦さん：会社としてすごく柔軟に要望に対応してくれています。現在

は当初の運用と変わっているのですが、私たちのニーズに応えてくれて

いるのがとても良く、オススメしたいところです。
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日本政府観光局における「BEBOT」活用例

入電の不通解消
多言語でのリアル

タイムな情報提供
有事の不安解消

・AIを活用した多言語チャットボットで24時間365日FAQ対応（英・繁・簡・韓）
・JNTO及び外部コールセンターとの連携
・有人チャットオペレーター対応

・利用履歴の分析による有事の課題特定

・空港、鉄道駅、その他施設との連携による、幅広い情報提供

・台風15号・19号発生時にコールセンターの一次対応として届いた多言語での
質問の96％自動化に成功

・刻々と変化する災害情報やコロナ情報をリアルタイムで多言語で提供すること

による不安の解消

・コールセンターで対応できない相談事項をチャットで巻き取ることができた

・一人当たり利用回数：2.5回
・満足度：89%

災害を含む緊急時の危機管理体制として設置した多言語コールセンターが、災害発生時にパンクしていた。

導入に至った経緯
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増加する訪日客に対し、どのような情報発信（言語、内容）が効果的かがわからなかった。

三重県における「BEBOT」活用例

旅行者の

ニーズの把握

特定の観光スポット

の混雑緩和

回遊促進を目的

とした施策の立案

・県レベルでの統一を図った多言語（英語・日本語）チャットボット構築

・ニーズを聞き出すための会話型アンケート機能搭載

・回遊促進のための回答ロジックを搭載

・Google Maps の連携による、リアルタイムのルート案内
・24時間有人チャットサポート（英語・日本語）によるイレギュラー対応
・F1などのイベント情報の発信
・旅行者の行動・ニーズが把握できたことにより「発信している情報」と「求められて

いる情報」とのギャップを顕在化

（例）県がPRしたかった「海女さん」より「松阪牛」の方が人気
・チャット履歴から、利用者目線の情報発信を実施するためのデータの取得

・満足度：86%
・一人当たり利用回数：4.7回
・利用率：Webサイト訪問者のおよそ50%（最大）

導入に至った経緯

課
題

効

果

打

ち
手

2021年5月31日時点

観

光

分
野

災

害
・

感
染

症

等

多

言

語

対
応

デ

｜

タ

分
析

問

合

せ

／
情

報

発
信



年々増加傾向にある訪日客の受入環境の充実及び満足度向上を図ることを計画する中、新型コロナウイルス感染
症の影響を受け、ニューノーマル・新たな観光のあり方への対応も必要不可欠となった。

富山市における「BEBOT」活用例

・多言語での24時間の情報提供（当初英語のみだったが、後に日本語を追加）
・二次交通の利用方法のご案内およびリアルタイムの交通ルート案内

・穴場情報の発信による回遊促進

・会話型アンケート実装によるニーズの特定

・災害やコロナウイルスに関する流動的な情報の発信

・多言語での感染症対策の周知徹底

・コロナ対策として混雑解消を目的とした情報発信による3密回避の実現
・地元事業者（宿泊施設や飲食店）への送客

・チャット履歴の分析により、回遊させるための観光客のニーズ可視化実現

・満足度：82%
・利用回数：7,929回（延べ）

導入に至った経緯
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富山駅周辺に滞留する旅行者の

まちなかへの移動促進

路面電車の魅力と利用方法の伝達

まちなかの観光施設等の魅力発信

2021年5月31日時点

観

光

分
野

災

害
・

感
染

症

等

多

言

語

対
応

デ

｜

タ

分
析

問

合

せ

／
情

報

発
信



年々増加傾向にあるインバウンドの満足度向上を図ることを計画する中、新型コロナウイルス感染症の影響を受け、
ニューノーマル・新たな観光のあり方への対応が必要不可欠になった。

南砺市における「BEBOT」活用例
導入に至った経緯

・多言語での24時間の情報提供（英語・日本語）
・穴場情報の発信による回遊促進

・Google Maps の連携による、リアルタイムのルート案内
・会話型アンケート実装によるニーズの特定

・24時間有人チャットサポート（英語・日本語）による満足度向上

・チャット履歴の分析により、回遊させるための観光客のニーズ可視化実現

・24時間体制の情報提供により利用者の利便性向上
・地元事業者（宿泊施設や飲食店）への送客

・満足度：81%
・平均質問回数：5.12回
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世界遺産周辺に滞留する観光者のまち

なかへの移動促進

頻度高く変わる情報の

多言語での発信
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竹富町における「BEBOT」活用例

非接触・非対面による遠隔型の行政窓口サービス提供

・町民からの問合せが多い6分野（生活環境、教育、医療・福祉、交通案内、
防災、観光）に対応した総合案内窓口チャットボットの導入

・町民以外（観光客、ワーケーション利用者、移住・定住希望者等）の利用を

想定した情報提供

・24時間有人チャットサポート（英語・日本語）による満足度向上

・チャット（会話形式）での情報提供により、問合せの大半を占める一次対応

情報については、役場を訪問することなく情報を入手できるようになった

・送信者率：67%
・一人当たり利用回数：3.7回
・正答率：97%

課
題

効

果

打

ち
手

大小16の島からなる沖縄県竹富町では、役場への来庁には船舶での移動が欠かせず、町民が新型コロナウイルスに感染するリスクが
あった。

導入に至った経緯

2021年11月20日時点

観

光

分
野

災

害
・

感
染

症

等

多

言

語

対
応

デ

｜

タ

分
析

問

合

せ

／
情

報

発
信



「BEBOT」活用のメリット

2021年6月17日時点

チャットボットの一次対応により、爆発的に増加するコールセンターや窓口への問い合わせによる不通を緩和・回避

👉刻々と変わる状況に応じた、緊急情報を自動でスムーズに提供可能

👉提供品質（情報の内容やスピード）を一定に維持し、案内のミスやムラを抑止

👉多言語対応含め、滞在者の不安に寄り添った専属コンシェルジュに

👉利用者の会話傾向から、緊急時に必要とされる情報を顕在化（リスクコミュニケーション改善）

BEBOTの導入によるメリット

観

光
分
野

災

害
・

感
染
症
等

チャットボットの一次対応により、コールセンターへの架電や観光案内所への訪問なく24時間365日いつで
も情報が入手可能

👉入電に対する不通の減少により利用者の不満が抑制

👉情報のカテゴリーにとらわれず、案内をワンストップ化

👉ガイドブックにはない穴場スポットを案内可能（海外実績豊富な当社目線の魅力掘り起こしも可能🔎）

👉混雑を避け、安心・安全に回遊できる

👉スタッフの業務負担が平準化し人材不足解消

楽しいときの共感も、不安なときの安心もシームレスに
提供するインフォメーション・パートナー

ポイント



機能
ツール

言語

スコープAPI連携

システムの拡張例

メニュー追加のイメージ

運用後に顕在化する課題に応じて拡張（追加）が可能

拡張のポイント

BEBOT

アンケート

分析
ダッシュボ
ード

⽇本語

英語

防災

観光

天気情報

地図情報

韓国語

英語

防災

新型コロナ
ウイルス

FAQ
編集画⾯

分析
ダッシュボ
ード

天気情報

乗換案内

追加

追加

追加

追加

2021年5月31日時点



富山市での調整事例①

事業体制と主な役割

導入に向けたスケジュール管理
（事業構想＞予算要求＞導入＞周知＞ FAQの磨き上げ）

対応のポイント

主管：観光担当課

システム担当課 財政担当課 景観審査担当課 観光協会 観光庁（国）

・役割：市の方針決定、当社及び関係機関との調整

・調整内容：一例として下記のとおり

2021年6月9日時点

役割：

市で扱うITシステムの導
入審査

調整内容：

システム内容（利便性、

費用対効果、安全性等）

の説明及び協議

役割：

導入に係る予算規模の精

査

調整内容：

導入よる費用対効果や適

正金額の説明及び協議

役割：

広告物の景観審査

調整内容：

チャットボット周知の広

告（QRコード付き）の内
容審査

役割：

観光情報の取りまとめ、

情報発信（HP、SNS等）
調整内容：

情報（FAQ）の正確性の
確認、発信したい情報の

とりまとめ、広告等によ

る周知

役割：

補助金の交付

調整内容：

事業実施における補助金

申請及び実績報告の調整



富山市での調整事例②

予算計上までの主なスケジュール

導入担当課でシステムの理解共有を図る
（不明点や疑問は当社へご相談）

対応のポイント

5月 事業構想の立案

6～10月
事業構想及び導入の必要性等につい

て導入担当課内での協議

11～12月
・予算要求

・財政担当課のヒアリング

翌1月 予算内示

3月
・議会対応

・翌年度当初予算可決

自 治 体 当 社

自治体からの質問及び要望への回答

※随時対応

仕様案・概算見積りの作成、提示

2021年6月9日時点

事業内容及びシステムの概要説明

自治体からの質問及び要望への回答

※随時対応



富山市での調整事例③

導入までの主なスケジュール

FAQの事前準備でスムーズな導入が実現できる
（これまでの問い合わせデータのまとめ）

対応のポイント

6月
提案競技（プロポーザル）の

公募開始

7月 受託事業者の決定、契約

7～9月 FAQの確認、修正依頼

9月
・テスト環境による動作確認

・必要に応じて修正依頼

10月
・本番環境の提供開始

・プレスリリース

自 治 体 当 社

契約締結、キックオフミーティング

・FAQの作成、修正
・チャットボットへの教育

2021年6月9日時点

・提案資料等の作成、提出

・ヒアリングへの参加

・テスト環境の提供

・修正への対応

プレスリリース



Thank you！
「AIチャットボット、ちょっと気になる」
「こんなことに困っている」など、

まずは、お気軽にご相談ください！！

info@be-spoke.io


